
１．石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）の概要 ３．実証機の仕様

　石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ：Integrated coal Gasification Combined Cycle）は、石炭と空気を
高温で反応させて可燃性ガスをつくり、そのガスでコンバインドサイクル発電を行うシステムである。
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２．石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）の特長

ＩＧＣＣは、石炭の高効率発電技術という特長だけでなく、従来の石炭火力（微粉炭火力）との比較において
次のような特長を持っている。

①発電効率の向上
従来の石炭火力に対して高効率化が可能。商用段階で48％～50％（送電端効率）程度まで高めることが
できる見込み。これに伴いＣＯ2の排出原単位を石油火力並にできる。

②環境特性の向上
高効率化によりＳＯx、ＮＯx、ばいじんの排出原
単位の低減も可能。また、複合発電のため
従来の石炭火力と比較して温排水量は約3割
低減。

③適用炭種の拡大
ＩＧＣＣは、従来の石炭火力で使い難い
灰融点の低い石炭が適しており、
わが国全体の利用炭種の拡大が可能。

④石炭灰処理のメリット
石炭灰は溶融スラグとして排出されるため
容積がほぼ半減。また、スラグ化するため
微量物質の溶出がほとんどない。

⑤水使用量の低減
従来の石炭火力の排煙脱硫装置は、多量の用水が必要であったが、ＩＧＣＣは燃料ガス段階で処理を行う
ため用水使用量を大幅に低減することが可能。
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GT点火 ｶﾞｽ化炉点火

　○ガス化炉総合試運転
　○環境規制クリアの確認
　○出力調整の検証

石炭ガス化調整試験運転 炭種変化試験運転最適化試験長時間連続運転試験

　○2000時間実施し，
      プラント信頼性を確認

　○商用運転に準じた高利用
     率運転を延べ５０００時間
     にわたり実施し、耐久性を
     検証

通年運転試験

実　　証　　試　　験

　○プラント効率の検証
　○商用機で効率向上の
     期待できる項目の検証

　○設計炭以外の２炭種
     についてプラント安定
　　運転の確認

石炭火力の効率向上
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ＩＧＣＣ実証機の全景




